
北九州市港湾空港局
エネルギー産業拠点化推進課

「風力発電関連産業の総合拠点」の形成

～グリーンエネルギーポートひびき～



2

国の動き



これまでの主な動き
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2016年 7月 改正港湾法施行（国交省）
港湾区域での長期占用(20年)と事業者公募制度創設

2019年 4月 再エネ海域利用法施行（経産省・国交省）
一般海域での促進区域指定による長期占用(30年)と
事業者公募制度創設

2020年 2月 改正港湾法施行（国交省）
基地港湾の指定及び発電事業者への埠頭長期貸付制度の創設
港湾区域における長期占用期間延長(20⇒30年)

2020年 9月 「海洋再生可能エネルギー発電設備等拠点港湾(基地港湾)」
指定（国交省）

2020年10月 菅前首相による「2050年ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ」宣言

同年12月 「洋上風力産業ビジョン（第１次）」策定（経産省・国交省）
「2050年ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙに伴うｸﾞﾘｰﾝ成長戦略」策定（経産省）

2021年 3月 本市「基地港湾」直轄整備着工（国交省）

同年10月 「エネルギー基本計画」改定（経産省）
再エネの導入拡大について、2030年度の温室効果ガス46％削減に
向け、電源構成で22～24％⇒36～38％を見込む



「促進区域」指定・「有望な区域」等整理状況(2019年7月～）

【促進区域】自然的条件が適当であること、漁業や海運業等の先行利用に支障を及ぼさないこと、
系統接続が適切に確保されること、等の要件に適合した一般海域内の区域

【有望区域】様々な既知情報の収集を行ったうえで、早期に促進区域に指定できる見込みがあり、
より具体的な検討を進めるべき区域

【 準 備 区 域】 将来的に有望な区域となり得ることが期待される区域 4

令和3年9月30日第2回、令和4年5月31日第3回協議会開催



「基地港湾」の指定状況

（出典：国交省第1回「2050年ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ実現のための基地港湾のあり方検討会」資料） 5⇒国内初・西日本唯一の指定

指定済みの基地港湾

６



洋上風力産業ビジョン（第１次）

（出典：経産省「第2回洋上風力の産業競争力強化に向けた官民協議会」資料）

☞ 第2回洋上風力の産業競争力強化
に向けた官民協議会(2020年12月
15日開催）にて決定した内容
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導入ポテンシャル
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（出典：経産省「第2回洋上風力の産業競争力強化に向けた官民協議会」資料）

☞九州のポテンシャルは、
北海道に次ぐ国内２番目の規模で
東北よりも高い。


